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【賛助団体会員】（敬称略） ・医療法人 河合産婦人科 ・鎮守の森を夢見る会・その二 ・松阪市健康体操連絡協議会 

・医療法人 イワサ小児科 ・医療法人 桜木記念病院 ・東海印刷株式会社 ・まんのう整形外科 

・うれしの 太田クリニック ・株式会社 阪本事務機 ・東海シール株式会社 ・医療法人 南産婦人科 

・株式会社 SK スズキ ・ささおこどもクリニック ・ナガフジ産業有限会社 ・医療法人社団 鷲尾小児科 

・大久保クリニック ・株式会社 ジェントリー ・はせがわこどもクリニック ・Smile Loop Photo 

・おおたクリニック ・上瀬クリニック ・健康体操 ひまわり会 ・他一団体 

・岡田パッケージ株式会社 ・医療法人 地主矯正歯科クリニック ・株式会社 富士土地  

冬休み前の金曜日に、オペラシアターこんにゃく座の「森は生きてい

る」を鑑賞しました。 

バスの中では色々な地域から参加しているので、自己紹介をしてビン

ゴゲームなどで楽しみました。会館に着いてから、自分達で一番前の席

を選びました。ピアノの演奏とカラフルな衣装を着た演者の歌でオペラ

が始まりました。子どもたちの様子は、わがまま放題の女王様には大笑

いをして、可哀想な娘には助けてあげたくなり、意地悪な継母とお姉さ

んにはイライラして、すっかり物語の世界に入っているようでした。演

劇を観ることで自分の中にある色々な気持ちに気がつくことは、子ども

にも大人にも大切なことだと改めて思いました。毎年楽しみに参加して

くれる子どももいます。12月にはいよいよ松阪での演劇鑑賞会を開催

します。お楽しみに！ 

ﾁｬｲﾙﾄﾞﾗｲﾝﾁｬﾘﾃｨ映画会 

「ママをやめてもいいですか⁉」 

 9 月 19 日（土） 

 農業屋ｺﾐｭﾆﾃｨ文化ｾﾝﾀｰ 

 

 チャイルドラインチャリティ映画会を 2011

年から開催しています。10 作品目となる今年は、

「ママをやめてもいいですか⁉」に取り組みます。 

 この作品は「うまれる」の豪田トモ監督が、「マ

マの子育てにスポットを当てたドキュメンタリー

映画で人知れず子育てに悩み、つまずきながらも

育児に奮闘し、子どもを愛しぬくママたちとその

家族の歩みの記録です。 

日  時  2019年 12月 20日（金） 

会  場  四日市文化会館 第 2ホール 

参加人数  大人 11 名 子ども 9名 合計 20名 
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子どもたちがのびやかで豊かな「子ども時代」をすごすために 代表の酒井由美さんは、2014年 6月に市民活動団体としてこの会を立

ち上げました。松阪に転入してきて、知り合いもおらず、高齢出産、産後

うつ気味になり、家にこもりがちになりました。そんな中でも自分と同じ

ように困っているママのためにできることは何かと考え、松阪の子育てを

応援したい！と「子育て応援プロジェクト☆パイン」が生まれました。  

☆は大人も子どもも街の人みんなが輝けるように、パインは松阪の松

（pines）です。親子で楽しい時間を過ごしてほしいと、月２回のミュージ

ックケア、夏祭りやクリスマス会、子育て講座などのほかに様々な団体と

のコラボ企画を開催し、楽しめる場づくりをしています。「子どもが喜ぶか

ら」「母が楽しいから」など参加者の理由は様々です。子育て応援プロジェ

クト☆パインは、一人で子育てしなくていい、地域で子育てする社会にと、

パパの育児参加、世代間交流、多文化共生などみんなを巻き込んで新しい

企画を生み出しています。 

 

Vol.６ 子育て応援プロジェクト☆パイン 

 
 

●「ゆきあそびツアー」は、雪不足の
ため中止とさせていただきました。 

 

●チャイルドラインチャリティ映画会 

 「いただきます みそをつくるこども
たち」は、コロナウィルス感染症に
よる感染拡大防止のため中止とさせ
ていただきました。 

 

 

 

社会的養護の社会化フォーラムを通して、松阪地域にも子どもに関わる活動をしている団体はたくさん

あることがわかりました。各団体がつながり合えるように、このコーナーで紹介させていただきます！ 

●この会に賛同し、会を支えてくださる個人･団体の方を募集しています● 
個人正会員・参加会員：年 8,400 円 賛助団体会員：年 1 口 10,000 円 支援会員：年 1 口 3,000 円 

※入会金：300 円 
 

  会員数  正会員：２１名 参加会員：３名 支援会員：９5 名 賛助団体会員：２6 団体（3月末日現在） 

ミュージカル 

「ﾙﾄﾞﾙﾌとｲｯﾊﾟｲｱｯﾃﾅ」  

12 月 5 日（土） 

 クラギ文化ホール 

 

1987年に刊行され、シリー         

ズ累計 100万部を誇る斉藤洋の        

ベストセラー「ルドルフとイッパ        

イアッテナ」。子どもたちはもち        

ろんのこと、大人にも大人気の児童文学です。 

1991年に NHK教育テレビで放映され、2016

年には 3DCGアニメの映画化もされました。ミュ

ージカルカンパニー イッツフォーリーズでは、い

ずみたく最期の企画作品として 1993年に初演。

その後、25年にわたりロングランを続け、全国で

500ステージの上演を重ねる代表作となっていま

す。世代を超えて愛され続ける猫たちの感動ミュー

ジカルです。 

●チャイルドラインＭＩＥ  ０１２０－９９－７７７７ 

（きいてほしいな…）      毎日 午後 4：00～午後 9：00 

子どもの心を受け止める    （１２月２９日～１月３日はお休み） 

  18歳までの子ども専用電話 

 

 

●こどもほっとダイヤル  ０８００－２００－２５５５ 

（助けて！も言える）      毎日 午後 1：00～午後 9：00 

 子どもだけが相談できる     （１２月２９日～１月３日はお休み） 

 18歳未満の子どものための 

相談電話 

  

 

観劇 「オペラ 森は生きている」 ﾊﾞｽツアー 

https://www.sozailab.jp/db_img/sozai/28908/8c0a32455e8aeca835ff46e72ef5157d.png
http://www.umareru.jp/assets_c/2019/12/chirashiomote-8517.html
http://www.mknpo.jp/
mailto:info@mknpo.jp


 

 
 

 

 

産後サポート事業 
 (2019 年～) 

出産後おおむね 4 か月までのお母

さんと赤ちゃんのために、安心して子

育てが少しでもスムーズにできるよ

う、家庭に出向き、1日２～3時間程

度、赤ちゃんのお世話や、軽い家事の

お手伝いをして、地域の中で子育て家

庭をサポートします。 

体験事業 
子ども時代にたくさんの体験をす

ることは、子どもの育ちに大切なこと

ですが、昔に比べ体験することはずい

ぶん不足しています。自然体験、社会

体験、文化芸術体験をとおして、身体

すべてを使って感じることは、心を豊

かにします。 

チャイルドライン （1998 年～） 
指示しない、指導しない、傾聴する。「子どもが主体

である」ととらえ、子どもの心を受け止める18才まで

の子ども専用電話。県内 7 か所で実施していて、松阪

地域では約40名のボランティアが活動しています。 

 

こどもほっとダイヤル （2012年～） 
子どもの気持ちを聴くことはチャイルドラインと同

じですが、 子どもの意思または必要により、関係機関

につなぐことができるヘルプラインです。 

 

 

2000 年 

2005 年 

2010 年 

2015 年 

2020 年 

NPO 法人認証取得 

 

オンライン相談（2018 年～） 
チャットによるオンライン相談で子どもの声

を聴いています。毎週土曜の19:00から 2100

に実施しています。 

松阪子ども NPO センター ２０年のあゆみ 

まつさかファミリーサポートセンター事業 
（2003 年～）  

おおむね4 か月から小学 6 年生までの子どもの、

保育園や学童への送迎、習い事への送迎や、保護者の

リフレッシュや、急な仕事や用事の際の預かりをしま

す。実家が遠く、知り合いもいない方がたくさん入会

され、実際に利用する機会はなくても、何かの時の助

けになると、安心されます。援助は養成講座を全講座

受講した、援助会員が行います。現在、援助会員が足

りません。ぜひお力をお貸しください！ 

学童保育事業（2020 年～）  
松阪市内では長期休暇のみで学童保育を

利用することができないため、夏休みの長い

1日を、ひとり家で過ごす子どもも多く見ら

れます。そのような家庭を地域の中でサポー

トするために、子どもが安心して過ごせる居

場所を開きます。 

夏休みは子どもたちが成長する大切な期

間であることから、意欲を持ってのびのびと

自分のしたいことに時間を費やし、また仲間

と共に過ごすことで自分に気づき、子どもが

大きく育つ場にしたいと考えています。 

集団託児事業 （2004 年～） 
 小学校の総会や子育ての学習会、映画会な

どの際、会場近くの場所で子どもをお預かり

しています。安全な場所を保つことは大前提

ですが、子どもがどうしたいのか、どう感じ

ているのかを大切にし、サポーターは子ども

を見守り寄り添います。 

(特)松阪子どもNPOセンターは設立から20年を迎えました。ここまで続けてこられたのは、地域の皆さまのご理解とご支援が

あってのことと、心よりお礼申し上げます。前身の松阪子ども劇場では、26年間会員向けに活動していましたが、地域のすべての

子どもを視野に入れて広域的な活動をするために、2000 年 NPO 法人の認証を受け、子どもたちが子ども時代をのびやかに心豊

かに過ごすことができるよう、「子どもが主体である」ととらえ、活動してきました。活動の柱となっているファミリーサポート事

業とチャイルドライン事業は、ほぼ同時期に始めています。地域の方に関わっていただくために、声がけし講習会を開き、「子ども

自身に力があり、大人はその力が発揮できるよう支援する」という子ども観を広げてきました。もちろん子どもの自然体験・社会

体験・文化芸術体験も続けて行なっています。近年は養育支援訪問事業や児童養護施設入所児童への学習支援事業、里親普及啓発

事業など、社会的養育や養護にも携わってきました。今までは知らなかった子どもや家庭の状況を知る機会となり、これらの事業

に取り組んだことで、「子どもの権利保障」ということがぐっと身近になり、どういう環境に生まれても子どもが幸せに育つ社会を

作ることが大人の責任だと強く思うようになりました。私たちは地域の方が地域の子どもに関わることに意味があると思っていま

す。親ではない大人と関わることは子どもにとっての大きな体験であり、自分が大切にされていると感じることができると思うの

です。今後、子どもを取り巻く環境はさらに厳しくなっていくと思われます。益々煩わしくなっていく人と人との関わりを大切に

しながら、地域の中で子どもと子育て家庭をサポートし、ひとつの居場所になれるよう、活動を続けていきたいと思います。 

 

里親普及啓発事業（2013 年～）  
何らかの事情により家庭で生活のできない子どもたちが、

県内に約 500 名います。このような子どもたちが温かい家

庭生活を体験することは、成長する上でとても大切なことで

す。家庭に受け入れて日々の生活を共にする養育里親、週末

や長期休暇の際に受け入れる里親など様々な形があります。

子どもを取り巻く現状と里親制度について理解いただき、 

一人でも多くの里親を増やしていきたいと思っています。 

養育支援訪問事業（2010 年～） 
 子育てに不安や孤立感を抱える家庭や

様々な事情で育児や家事が困難な家庭へ

2 人 1 組で訪問し、養育者に寄り添い子

育てや家事の手助けをしながら、養育者と

子どもが自立するのを支援します。 

児童養護施設入所児童への学習支援事業   
            （2011 年～） 
児童養護施設で暮らす子どもたちは、不安定な家庭環境の

中で育ち、自分への自信や学ぶ意欲が持てなかったり、様々

な気持ちを抱いたりしています。小学生を対象に学びサポー

ターは、毎週決まった曜日と時間に施設へ出向き、同じ子ど

もに 1 対 1 で 1 時間の支援を行います。継続して支援する

ことで少しずつ信頼関係ができ、共に成長し合えます。 

 

チャリティ映画会（2011 年～） 
「子どもが主体」をテーマにした映画を毎年

上映しています。 


